













・イスラエル日本学会 2018年大会 The IAJS Thematic Conference 2018 
（文中では「IAJS国際学会」と略記） 
2018年 12月 18日～20日、テルアビブ大学芸術学部にて開催。 
・人の声／動物の声 Human Voice / Animal Voice 
（文中ではHuman Voice / Animal Voiceと略記） 
2018年 12月 30日～31日、テルアビブ大学芸術学部音楽部門音楽学学科にて開催。 
 















ル Kurt Weill（1900-1950）作曲《イエスマン Der Jasager》（2011年）やエヴリン・フィカラ Evelyn 










































た作品への興味が重なり、2018 年 12月 30日および 31日、早稲田大学オペラ／音楽劇研究所
の荻野静男（所長）と、舘亜里沙（招聘研究員）が、フリードランダー教授自身が組織したシ












Human Voice / Animal Voice では対象とする音楽的パフォーマンスが狭義の「演奏」に留まらず、
映画の音声、現代オペラ、フィールドワークで採取した動物の声、パフォーマンスを伴う美術




2. 「イスラエル日本学会 2018年大会 The IAJS Thematic Conference 2018」 
（2018年 12月 18日～20日、以下 IAJS国際学会）への参加概要 



























3. 「人の声／動物の声 Human Voice / Animal Voice」 
（2018年 12月 30日～31日）への参加概要 
3-1. Human Voice / Animal Voice(10) 組織とその経緯 
IAJS国際学会が、参加者の専門分野が多岐にわたることもあって、日本と「西洋」との関係


















な歌唱」について考察し、「歌う犬 Singing Dogs」というパネルの一翼を担った。 
先述の要望を受けて、舘は「西洋音楽における鳥の声──特にオペラの場合 The Voice of Birds 
in Western Music: With Special Emphasis on Opera」という題で、「鳥の声 The Voice of Birds」とい
うパネルに、荻野は「オペラ《夕鶴》とそのリブレットの背景としての民話『鶴の恩返し』The 
Opera Yūzuru and the Folktale Tsuru-no-Ongaeshi (The Grateful Crane) as Background of its Libretto」
という題で、「鳥人 Human Bird」というセッションを担当した。この 2つの発表についても、
本報告の資料欄に発表内容を記している。 
3-2. ミハル・グローバー＝フリードランダー教授の注目した「鯨の不思議Whale Wonder」 






























たかった鯨 The Whale Who Wanted to Sing at the Met』、共に 1970年に発表されたピート・シー
ガー Pete Seeger（1919-2014）のフォーク・ソング《最後の鯨の歌 The song of the world’s last whale》
とジュディ・コリンズ Judy Collins（1939-）の歌謡曲《さらばタルワシーFarewell to Tarwathie》、













多くの参加者の注意を引いていたのが、《If and only if》（2018年公表）と題された現代美術家
アンリ・サラ Anri Sala（1974-）によるエキシビションである。これは、弓にカタツムリをのせ






ュ Noga Chelouche によって紹介された。 
また「ディープ・リスニング Deep Listening」という用語を打ち立てたポーリン・オリヴェロ
ス Polin Oliveros（1932-2016）の《魚の音 Sound Fishes》（1992年創作）が、当時テルアビブ大






































資料 1. 研究発表（舘亜里沙） 
「西洋伝統音楽における日本の『声』──團伊玖磨のオペラを中心に Japanese “Voice” for 










































資料 2. 研究発表（荻野静男） 
「日本オペラ《堕ちたる天女》と《夕鶴》──ステファヌ・マラルメの《牧神の午後》及び
リヒャルト・ヴァーグナーの《ローエングリン》との類似性 Japanese Operas Ochitaru Tennyo 
(The Fallen Celestial Maiden) and Yūzuru (Twilight Crane): Their Similarity to Stéphane Mallarmé’s 





















ステファヌ・マラルメ Stéphane Mallarmé（1842-1898）の詩『牧神の午後 L’ Après-midi d’ un faune』
（1868 年初版）にも同様のシーンが存在するが、この詩には二人のニンフだけしか出てこない。こ
れにインスピレーションを受けてクロード・ドビュッシー Claude Debussy（1862-1918）が作曲し、
《牧神の午後への前奏曲 Prélude à l’après-midi d’un faune》が生まれ、さらにはヴァーツラフ・ニジン
スキー Vaslav Nijinsky（1889-1950）による振付でマラルメの詩はついに舞踊作品《牧神の午後》へと








資料 3. 研究発表（舘亜里沙） 
「西洋音楽における鳥の声──特にオペラの場合 The Voice of Birds in Western Music: With 


























を歌う 3人のヒロイン、すなわち、ジャック・オッフェンバック Jacques Offenbach（1819-1890）作
曲《ホフマン物語 Les contes d'Hoffmann》（1881年初演：オペラ・コミック座）のオランピア、ジョ







トゥーラ・ソプラノのアリア〈生垣に小鳥たち Les oiseaux dans la charmille〉では、語彙の極端に少
ない詞と簡素な伴奏、そして技巧的なメリスマによって、オランピアがあたかも飼いならされた鳥の
ように、人工的な美しさと男性達への従順さを有していることが示唆されている。一方ビゼー作曲






















資料 4. 研究発表（荻野静男） 
「オペラ《夕鶴》とそのリブレットの背景としての民話『鶴の恩返し』 The Opera Yūzuru and 





























































2) この演目は 2016年 2月 26日・27日にイスラエルのジフロン・ヤアコブ Zichron Ya'akovのエルマ・ホ
ール Elma Hallで初演。東京での 7月 10日の上演にあたって、ジフロン・ヤアコブ公演の歌手とダンサ
ーに 3名の日本人出演者を加え、演出も東京での開催を考慮した内容へと若干のアレンジが加わった。 
3) 登壇者はフリードランダー教授に加え、荻野静男、沼野雄司、成田麗奈、舘亜里沙。2016年 6月 26日
大隈記念講堂（小講堂）。 
4) 登壇者はフリードランダー教授に加え、荻野静男、笠原真理子。2016年 7月 14日小野記念講堂。 
5) 2016年 6月 20日小野記念講堂でのゲスト・レクチャー「オペラの『声』を演出する」スクリプトより。 




7) 例えばケンブリッジ大学を拠点とするパフォーマンス研究に特化した機関 CMPCP (The AHRC Research 
Centre for Musical Performance as Creative Practice)は、パフォーマンス研究に特化した国際学会「パフォー
マンス研究ネットワークによる国際学会 Performance Studies Network International Conference」を3回（2011
年・2013年・2014年）にわたって開催している。 
8) プログラムの詳細は http://iajsconference.blogspot.com/ から参照可能（執筆代表者最終閲覧 2020 年 2月
10日） 
9) 荻野から執筆代表者宛ての 2019年 9月 24日付の報告文より。 
10) 学会全体のプログラムについては 
2018年 12月 30日開催分：https://arts.tau.ac.il/music/muzi301218 
2018年 12月 31日開催分：https://arts.tau.ac.il/music/muzi311218 
から参照可能である（執筆代表者最終閲覧 2020年 2月 11日）。 
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Expanding the Field and the Possibility of “Voice”: 
Reports About Two Conferences The IAJS Thematic Conference 2018 and Human 





This report is about two conferences, which Professor Shizuo OGINO and Doctor Arisa TACHI 
joined in Tel Aviv University in December 2018 at the invitation of Professor Michal Grover-Friedlander. 
Professor Friedlander is a musicologist at Tel Aviv University as well as a stage director, having 
produced unique opera stagings with deep philosophical considerations of “voice” and its expressive styles. 
She performed Erik Satie’s Socrate at Waseda University in 2016, which led to our opportunity to visit her 
home university in Tel Aviv. 
One of the conferences we participated in was The IAJS Thematic Conference 2018, that many 
scholars and students from different academic fields participated in. At this conference, we introduced 
several Japanese operatic works to participants and we received various information about cultural studies 
in Japan and Israel.  
The other conference we attended was Human Voice / Animal Voice, organized by Professor 
Grover-Friedlander and it was the main purpose of our visit. Per the conference title, this conference dealt 
not only with vocal music, but also explored musical qualities recognizable in the voices of humans and 
animals. In addition to paper presentations, this conference included some interesting performances that 
interrogated the nature of the musical voice. Through this conference, Professor Grover-Friedlander 
expanded our understanding of voice studies and its potential. 
 
 
 
